
あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。

〒811-3293（住所不要）
福津市役所広報秘書課 広報ふくつ行　☎43・8113

まちのわだい

市民広報ボランティア

フォークダンスのようにトーク

　中学生と大人が１対１で１分間出されたお題について
語る「トークフォークダンス」が、２月２３日福間中学校
で開催されました。
　中学生と大人は、１分間会話した後、フォークダンス
のように一つずれて、次の人と語り合います。
　大人の参加者は、地域のかたを始め、福岡市や北九州市、
遠くは東京からの参加者もありました。
　この日に出されたお題は「子どもの頃に好きだったお
菓子、好きなテレビ番組、マイブーム、もし５万円をもらっ
たら何に使うか」などさまざま。初対面でありながら中学
生も大人も、楽しそうに話していました。
　参加した人は、「とても面白かった」「しっかりした中
学生ばかりで、中学生のイメージが変わりました」「また
参加したい」などと感想を話していました。

▲中学生が一つずつずれて会話。さまざまな大人と会話できる

▲向かい合って座り会話する

堤田とも子ミニコンサート

　２月２４日「津屋崎千軒なごみ」で福岡市出身の歌
手堤田とも子さんのミニコンサートがありました。
熱心なファンをはじめ、市外からもたくさんの人が
来場しました。
　オリジナル曲の「All For You－すべてをあなた
に－」や「夜桜お七」など幅広いジャンルを熱唱。堤
田さんの心を込めた美しい歌声と明るく軽快なトー
クに、会場の皆さんは笑顔に包まれていました。

【櫻井紀子】

宮地嶽神社奥之宮　ぜんざい祭

　２月２８日、宮地嶽神社奥之宮の不動神社でぜん
ざい祭があり、長い行列ができていました。朝から
厄除けと甘露を求めて行列が絶えません。裏方の人
も餅を丸めたり大鍋で煮込んだり、休む暇もなくぜ
んざいを振る舞っていました。白豆と小豆の紅白の
ぜんざいがあり、２種類いただくと願いごとがかな
えられるそうです。

【福﨑信一】

松の植樹

　２月２３日に宮司郷づくりと宮司地区の子ども会が
協力してスーパークロマツの苗を植樹しました。
　約９０人の参加者の手によって３００本近い松苗が
宮司浜の松林内に植えられました。
　木漏れ日が差す松林の中では、親子で植樹する姿、
郷づくりの人に教わりながら３０cm程の苗を一本一本
丁寧に植える子どもの姿、重い土を運ぶ子どもの姿が
あちこちに見られました。この日植えた松がすくすく
と育ち、美しい松林がいつまでも続いていくことを切
に願う一日でした。 【中山和恵】

　２月２３日と２４日の二日間、イオンモール福津の１
階サウスコートに「福津の冬野菜」が大集合しました。
　豊かな農産物の『ほんもの』に触れてほしいという思
いから、親子で参加できるクッキング教室や『カリフラ
ワー＆ブロッコリー畑』を再現した展示、獲れたて野菜
の物販コーナー、福津○大検定と題した検定試験など、
盛りだくさんの二日間となりました。

　３月６日、畦町に残る古民家で昔の暮らしを体験し
ようという課外授業がありました。講師は岩熊覚さん。
参加した上西郷小学校の３年生は、火鉢に火を付けたり、
唐
とう

箕
み

（脱穀機）を回したり、井戸用手押しポンプを使っ
て水を出したりして、昔の人の暮らしの一端を体験し
ていました。

　２月下旬、宮地嶽神社の海まで続く参道に夕日が沈
みます。
　宮地嶽神社の表参道から見下ろすと、参道はまっす
ぐ海にまで伸びています。その海の中には眼鏡岩を左
に従えた「相島」が横たわっています。参道のちょうど
延長線上に日が沈む日が、２月下旬と１０月下旬と年に
２回あります。この季節にこの場所だからこそ、楽し
むことができる旬な景色です。
　参道がオレンジ色に輝いていました。

▲クッキング教室の講師を務める末松奈視さん

▲竹の筒を使って、炭に火を付ける方法を体験

福津の冬野菜のおいしさを発信

昔はこんな道具があった

年に２回しか見られない絶景

親子でたのしむ「福津の冬野菜」クッキング教室

上西郷小学校の児童が畦町で昔の暮らしを体験

宮地嶽神社参道の延長線上に夕日が沈む

▲２月２３日に宮地嶽神社から撮影された写真（緒方義幸さん提供）

トークフォークダンスを開催
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まちのわだい
みん
な大
好き
！ ★

　★　★
　★　★

★　★
わが家の宝わが家の宝

　２月２８日、ごみ拾いや花の苗植えなどを行って
いる市民団体のマスカットグループ、津屋崎さざな
み会、ビーチクリーンズが、市内の保育所・幼稚園・
小学校で役立てて欲しいと、手縫いの雑巾５６０枚
を市に寄贈しました。目録を受け取った市長は「大切
に使わせていただきます」と話していました。

▲１周１.２kmのコースを懸命に走る小学生たち▲小山市長に目録を贈呈する市民団体代表

▲花見公民館で、避難所の運営方法について話し合う市民 ▲４月１５日まで潮湯の里夕陽館に展示されている

子どもたちのために使ってください
新
にい

名
な

　倖
こう

太
た

朗
ろう

ちゃん
平成23年４月12日生　原町１区

　倖太朗、２歳のお誕生日おめでと
う!! 元気で優しい男の子になってく
ださい。日々の成長を楽しみにして
います。

鳥
とり

越
こえ

　こころちゃん
平成21年５月12日生

鳥
とり

越
こえ

　翼
つばさ

ちゃん
平成24年４月11日生　原町１区

　翼くん１歳の誕生日おめでとう！
こころちゃん入学おめでとう！
I Love you♡だよ!!

栁
やな

井
い

　莉
り

佳
か

ちゃん
平成23年３月29日生　西福間１区

　りかちゃん２歳のお誕生日おめで
とう！
　もうすぐ、はな組さんだねぇ☆
　いっぱい遊んで大きくなって、優
しいお姉ちゃんになれるといいね。

市民団体が手縫いの雑巾を寄付

避難所運営訓練がありました 入江千春　あかり絵の世界展

　３月１０日､ 福津市陸上競技協会主催の第１回福津市
ちびっ子駅伝・マラソン大会が、なまずの郷で開催され
ました｡
　この大会は、小学生が駅伝やマラソンに参加して、
チームで楽しく走ったり、また競い合ったりすることで、
子どもが健やかに成長することを目的に開催されました。
　参加したのは市内の小学４年生から６年生です。駅伝
部門とマラソン部門があり、駅伝はなまずの郷運動公園
周回コース１.２km５区間を５人で走って、たすきをつ
なぎ、マラソンでは同じ１.２kmを学年ごとに走って競
いました｡
　駅伝は男子１５チーム、女子２チームが参加。男子チー
ムはランニングスターズ、女子チームはＦＣ福間ブラッ
クガールズが優勝しました。
　歯を食いしばりながら、懸命に走っている姿に、保護
者からは大きな声援が送られていました。

健やかな成長のために
第１回福津市ちびっ子駅伝・マラソン大会開催

いざというときは自分たちで 子どもたちが遊ぶ情景を見事に表現

　２月１６日、花見地域の自主防災組織が、避難所
運営訓練を行いました。
　約８０人の市民が集まり、避難先となる福間中学
校を視察した後、花見公民館でグループごとに討議
しました。参加者の一人は「阪神大震災や東日本大震
災の教訓を学べた。災害のときは、避難所は自分た
ちで運営していかなければならない。今度は自分た
ちだけでゆっくりと時間をかけて運営プランを煮詰
めたい」と語っていました。

　２月１８日から２７日、津屋崎千軒なごみで「入江千春
あかり絵の世界展」が開催されました。
　たき火や釣り、金魚すくいなどをして、四季の風景の
なかで元気に遊ぶ子どもたちの姿を、素焼きの人形で
表現した作品が、数十点並びました。
　子どもたちのほのぼのとした表情に、こころがほっこ
りと温かくなりました。

今年も小さな命が誕生しています

▲生まれたばかりのオタマジャクシ（全長約５ミリ）

竹尾緑地のオタマジャクシ
　まだ肌寒い２月下旬、竹尾緑地に行ってみるとオタマ
ジャクシが卵から孵化していました。
　この時期に産卵するのはニホンアカガエルです。福岡県
のレッドデータブックに絶滅危惧Ⅱ類に指定されています。
　近年、水田周辺の環境変化により、カエルの生息数が減
少していると言われていますが、竹尾緑地にはたくさんの
卵が産卵されています。

福津に残る豊かな自然

　２月２４日、唐津街道畦町宿の街並みを保存する会が、
畦町の祇園神社横の池を清掃した際に、アカハライモリ
を見つけました。
　昔は水田など、どこにでもいたと言われています。し
かし、環境省のレッドリストで準絶滅危惧種に指定され
るように、近年ではめっきり姿を見せなくなりました。
　清掃に参加した人は、「イモリがいたなんてびっくり」
「とてもうれしい」「こういった生物を守っていきたい」
と話していました。

▲お腹が真っ赤なアカハライモリ

アカハライモリが発見されました
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昔から多くの信仰を集めています

その道のプロから教わる貴重な体験

▲参拝の後には手作りのぜんざいや漬物が振る舞われました

▲インサイドキックの指導を受けている様子

ふくつスポーツフェスタを開催

八並不動尊で年に一度の大祭が行われました
　八並の小高い森の中にある八並不動尊には、毎月２８
日を縁日として参拝者が訪れます。その中でも２月２８
日に行われる年に一度の大祭は、朝早くから多くの人た
ちで賑わいました。参拝者には熱心な人も多く、毎年、
北九州や佐世保、遠くは京都から足を運ぶ人もいます。
「もっと多くの人に八並不動尊のことを知って訪れても
らいたい」ここを昔から大切に守る地域の世話役のかた
の言葉です。

　２月24日、なまずの郷で第８回ふくつスポーツフェ
スタが開催されました。午前中はスポーツチャレンジと
題し、子どもたちが野球やサッカー、ボクシング、弓道
などにチャレンジ。午後からはスキルアップ教室として、
野球やサッカーなどのプロアスリートやプロコーチによ
るレクチャーがあり、子どもたちは楽しみながら汗を流
していました。

　２月２３日・２４日に神戸ユニバー記念競技場で開催
された、ちびっこラグビーの日本一を競う「第５回ヒー
ローズカップ」に福間小学校６年生の宇津宮響さんと福
間南小学校６年生の須藤創さんが九州代表チームであ
る「玄海ジュニアラグビークラブ（宗像市）」の一員とし
て出場しました。昨年１１月に開催された九州大会で
優勝し、九州代表として全国大会に出場することにな
りました。大会結果は、初日の予選リーグは２戦２敗
となり、予選３位グループのトーナメントへ進みました。
二日目には予選３位グループのトーナメントがあり、２
戦２勝で優勝しました。
　大会に出場した玄海ジュニアクラブの選手は、「素晴
らしい競技場で全国の強豪チームと戦えて楽しかった」
と話していました。

　３月７日、津屋崎千軒古民家「ティーハウス　ミヤ」で
ハーブティー教室が開かれました。講師はミヤのスタッ
フの小形美幸さんです。
　この日は、春のデトックスにお勧めのタンポポを使っ
てオリジナルのブレンドハーブティーを作りました。
　講師の小形さんは「たくさんのかたにハーブの良さを
知っていただけるよう、この津屋崎から発信したい」と
意気込みを語りました。
　ハーブティー教室は毎月実施予定です。

▲左端が宇都宮さん、右端が須藤さん

チームプレーで全国大会

津屋崎からハーブの良さを発信します

「第５回ヒーローズカップ」に宇津宮さんと須藤さんが出場

「ティーハウス　ミヤ」でハーブティー教室

▲講師の小形さん（奥の人）の指導でハーブをブレンド▲ セブンイレブン福間駅南店
に移設しているポスト

ポ
ス
ト
の
設
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を
お
願
い
し
ま
す

大
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建
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さ
ん
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間
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備
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ン
シ
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現
在
、
駅
さ
い
ご
う
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東
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）に
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郵

便
ポ
ス
ト
が
無
く
、
郵
便
を
投
函
す
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と
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、
み
や
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駅
の
乗
降
口
が
両
側
に
あ
る
東
郷
、赤
間
、

新
宮
の
各
駅
に
は
、
両
側
に
ポ
ス
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
駅
利
用
者
の
利

便
性
と
高
齢
者
対
策
の
た
め
、
ま
た
住
み

や
す
い
魅
力
あ
る
地
域
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
も
、
東
口
階
段
乗
降
口
に
ポ
ス
ト

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

●Ａ
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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ポ
ス
ト
の
設
置
に
関
し
て
は
郵
便
局
が

管
轄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
間
駅
郵
便

局
に
伺
い
、
福
間
駅
舎
さ
い
ご
う
口
側
へ

の
郵
便
ポ
ス
ト
設
置
に
つ
い
て
要
望
を
伝

え
て
き
ま
し
た
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そ
の
結
果
、
設
置
要
望
の
趣
旨
は
理
解

で
き
る
と
し
て
本
部
に
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置
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提
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、
約
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を
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た
だ
き
ま
し
た
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し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト
な

ど
の
普
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よ
り
郵
便
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は
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少
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り
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設
置
個
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つ
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減

ら
す
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向
で
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
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か
ら
、
要
望
書
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提
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を
行
う
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で
、

た
だ
ち
に
設
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さ
れ
る
も
の
で
は
な
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と

い
う
こ
と
を
改
め
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、駅
東
地
区
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

事
業
地
内
の
既
存
ポ
ス
ト
を
福
間
南
小
学

校
近
く
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
移
設
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
広
報
秘
書
課（
福
間
庁

舎
）　

☎
４
３・８
１
１
３

市広報秘書課
（福間庁舎）
☎ 4 3 ･ 8 1 1 3

問い
合わせ

自由投稿
コーナー
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（お便りを送ってください）

　自由投稿コーナー「聞いちゃってんしゃい！ふくつ便」では、皆さんから
の自由な意見・要望・談話などを投稿・紹介しています。
　福津市をもっと住みよく、もっと楽しくするためには皆さんの声がとても
重要です。皆さんのさまざまな話をお聞かせください。お待ちしています。
※誌面の都合により、掲載できないことがあります。

聞いちゃってんしゃい！聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便ふくつ便

聞いちゃってんしゃい！
ふくつ便

点線に沿って切り
抜き、必要事項を書
いて、切手を貼って
投稿してください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

福津市役所広報秘書課
広報広聴係 行

■ 氏名

■ 年齢　　　　 歳

■ 住所

■ 電話（　　  　　）　　　　-

〒　　　　-

■ 性別  　男   ・   女

■ ペンネームまたはイニシャル

　 フリガナ

※記載がない場合は、実名での掲載とさせていただきます。


